
日時：2023年10月13日（金）・14日（土）
場所：やさしい革の博物館
〒131-0042 東京都墨田区東墨田 3-11-10 2F

Googlemap

発表会＆工場直売イベント

荒川や隅田川など８つの一級河川に囲まれ“革づくり”に不可欠な水利に長ける墨田区には、100年の歴史を持つ皮革産業があります。

しかし昨今、内外の様々な要因と課題によって産業が衰退し、産地形成が崩壊の危機に直面しています。

職人たちの生活基盤を残すために、先代から学んだ技術を次世代に繋ぐために、私たちは一歩ずつでも未来への行動を起こさねばなりません。

私たちにしかない強みを再認識し、日本そして世界中への発展に向けて、これからの100年産業への挑戦をしていきます。

100-year-old leather industry 

in Sumida-ku.

Techniques learned 

from the ancestors.

Challenge to industry 

for the next  100 years.

公共交通機関：京成押上線八広駅（各駅停車駅、押上・東京スカイツリー前駅より 2駅目）から 800m
お車の場合：敷地内駐車スペース 2台、または提携駐車場ナビパーク東墨田第一（30分 200 円）まで 300m
■MUSEUM SHOP お買上げ金額（税抜）に応じて、駐車サービス券（30分券）を発行いたします。5,000 円 /1 枚、10,000 円 /2 枚、50,000 円 /4 枚
お買上げ時に駐車券をレジにてご提示ください。＊当日ご購入分に応じて発行致します＊ご同行者様以外との合算は出来ません。

10月13日（金）＊関係者向け招待制

開場時間：10時～ 16 時（入場・参加費無料）

ようこそ革の街へ！
みなさまのご来場をお待ちしてます！　

【発表会】

16時30分　開場

17時30分　「革童」発表

18時00分　「駆除後の獣革利活用100％への挑戦」

　　　　　  宣言＆実践会　

19時終了予定

10月14日（土）

革童カフェ～つくり手との語らい（随時参加可）

山口産業の革工場見学会（11時・13時  所要時間30分  各回20名）

やさしい革の博物館探訪（最終入場15時30分）

革童たちの工場生産品を特別価格で販売します。
＊現金不可、各種クレジットカード、交通系IC、PayPay利用可。

イベント

主催／革童（世界で一番やさしい革の工場設立準備委員会） ・協力／墨田区、合同会社狩女の会 ・事務局／一般社団法人やさしい革

革童（※あいうえお順）／石川賢治・鋳向屋・大関鞄工房・CEMENT PRODUCE DESIGN・株式会社コロボス・株式会社 谷口化学工業所・株式会社 二宮五郎商店・
株式会社ミノウラ・山口産業株式会社・有限会社マルヨシ

工場直売会

版画家・蟹江杏さん作の限定配布ポストカード
「Happy Pigすべての豚に幸せを」

本革コースター・セット（墨田区在住在勤者限定、先着50名様）

来場者プレゼント



世界で一番やさしい革の街づくり
革童が目指す取り組み例

現在全国１５００市町村で
鳥獣被害防止計画を立てているほど

獣害が多発中！

猪などにより農作物被害が

年間百数十億円！

鹿が木の皮を食んでしまい

山が枯渇

そこで、墨田区１００年産業を担う革童が、駆除後の排出皮
すべてを使い切るために立ち上がる！

しかし頂いた命の大半が、ジビエ肉や皮として未活用。

猟師やジビエ加工所、
自治体とも連携を開始！

賛同する全国の仲間を
墨田区と共に募集！

新たな消費文化づくり、
国内外への発信をスタート！

生産者・消費者・総理大臣問わず、頂いた命の革を大切に使い切るために、全国の賛同する仲間を募集します！

革童製品例

Sumida-ku

●山口産業株式会社
「レザーサーカス」
獣皮を獣革として有効資源化するMATAGIプロ
ジェクトにより、猟友会・自治体・食肉加工所・縫
製工場の連携により誕生した鹿革ジャンパー。

●二宮五郎商店
「鹿革製品」
農業被害が深刻化し、適正な個体数管理の為にハン
ターの育成が重要です。鹿肉や鹿革の需要を高める為
に優れた製品の開発に役立つモノづくりを目指します。

●株式会社 谷口化学工業所
「ライオン靴クリーム本舗」
北海道にて害獣指定されてしまっているエゾジカ
の油脂を、革の乾燥を防ぐための油脂として活用
しています。

●鋳向屋
「鋳物を使った雑貨類」
鋳向屋最初の製品、鋳物の美しさと革の柔軟性の素
材の良さを生かしたロールペーパーハンガー。置き場
所に困らない形状は、狭い空間を有効活用します。

●有限会社マルヨシ
「犬用首輪・リード」
ペット用品を作り始め約35年、その経験を活かし
た素材の提案と技術で高品質な製品をご提供い
たします。

●株式会社ミノウラ
「各種縫製品」
海外自社工場、国内協力工場にて製造しており、
品質管理やスケジューリング等、ご安心頂ける体
制を構築しております。

●大関鞄工房
「ショルダーバッグ」
駆除されたエゾジカの革を利用し、柔らかく、軽いショ
ルダーバッグに仕上げました。シカ特有の風合いや傷
も含め、革本来の良さを味わっていただける逸品です。

人間社会と生態系保全のために駆除する必要があり、

１０万人に及ぶ猟師さんたちが毎年猪と鹿を合わせて
１００万頭以上の駆除に健闘中！

革童Instagram！
開設したばかりですが、

フォローよろしくお願いいたします！


